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創立80周年記念事業

ニーズが多様化し、変化の速い社会経済状況の中、
企業が成長し続けるための「次の一手」を支援
するため、10月1日より新商品「Winネクスト」
の取扱いを開始しました。事業者の皆さまの
「新たな事業分野への展開」「事業承継」に関する
課題にお応えしております。

中小企業の活性化支援

●新事業展開支援融資「Winネクスト」取扱い開始

地域ネットワークを活かして

●たちかわ創業応援プロジェクト
　創業支援事業に関する連携協定締結
12月、立川市内の創業支援事業の
相互連携を推進するため、立川市、
立川商工会議所、株式会社日本政策
金融公庫立川支店、社会福祉法人立川
市社会福祉協議会と当金庫の5団体で
「たちかわ創業
応援プロジェクト 
創業支援事業に
関する連携協定」
を締結しました。

くらしの充実のために

●北府中支店リニューアル

●RISURUぬりえ展覧会
11月、たましん保険なっ得館で立川市内の
幼稚園のご協力をいただき、「RISURUぬりえ
展覧会」を開催しました。より多くの方に
ご覧いただけるようWeb版の展覧会も開催
しております（3月31日まで）。傑作ぞろいの
お子さまの作品をお楽しみいただけます。

11月5日、北府中支店をリニューアルし、専門スタッフによるご相談
カウンター「すまいるカウンター」を新たにオープンしました。お客さま
のライフプランに合わせ、じっくりとご相談いただけます。地域の
皆さまにさらに便利にご利用いただける店舗となりました。
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11月1日に「創業支援センターTAMA」を
オープンし、創業支援機関の連携を活かし、多摩
地域で創業を増やす取り組みをさらに進めて
います。また、創業起業を支援する経済産業省の
「創業補助金」申請の支援を行い、第3回募集
（1次締切分）までで102件が採択されました。

●創業支援センターTAMA開設

公立大学法人首都大学東京と連携し、多摩地域の
農業経営者を対象とした後継者塾を開講しました。
全12回にわたるカリキュラムでは、大学の知と
各分野の専門家の
実践力を提供し、
新たな都市型農業
の形をつくる支援を
しています。

●TAMA NEXTファーマーズプログラムの開講

12月、インドネシアで開催された機械関連見本市
「マニュファクチャリング・インドネシア 2013」に「TAMA
ブース」を出展し、お客さまの
海外販路開拓の支援を行いま
した。同ブースには多摩地域の
企業15社が参加し、現地企業
と多くの商談が行われました。

●「マニュファクチャリング・インドネシア 2013」
TAMAブース出展

TAMAブース

締結式の様子

11月、豪華客船「飛鳥Ⅱ」で、
高知に寄港し、瀬戸内海を
巡る3泊4日の貸切クルーズを
実施し、578名のお客さまに
ご参加いただきました。

●飛鳥Ⅱクルーズ

飛鳥Ⅱクルーズ

第2回の様子

展覧会の様子

12月6日・7日、ご家族やご自身の健康・介護・医療の
ことを考えるきっかけとしていただくため、「かぞく市」を
開催しました。多摩地域の
同分野の事業者を中心に
70ブースが出展し、体験型
の展示やイベントなどを行い、
2日間で1,850名の方にご来場
いただきました。

●かぞく市～多摩の健康・介護・医療展～

会場の様子



不良債権比率は0.78ポイント低下して7.02％となりました。
前向きに事業に取り組むお客さまの悩みや課題を共有し、解決することが、たましんの目指す不良債権への取り組みです。その結果、
お客さまの業況が徐々に改善してきており、金融再生法開示債権額のうち正常債権を除く額は723億円となり、不良債権比率は
7.02％となりました。今後もお客さまの課題解決・業況改善のため、金融面・非金融面と幅広い支援を積極的に行ってまいります。

国内の債券を中心に株式や外国証券等に分散投資したポートフォリオを構築しています。
引き続き国内金利が低水準で推移したことや、円安・株高が進行したことにより、保有有価証券の評価益は176億円になりました。預金は875億円増加し、貸出金は78億円増加しました。

預金積金残高は、引き続き多くのお客さまからご支持いただき、3月末より875億円増加し2兆4,631億円となりました。
貸出金残高については、事業者の皆さまが抱える課題の解決に積極的に取り組んだものの、3月末より78億円の増加にとどまり
1兆236億円となりました。お客さまへの課題解決はまだ不十分であるため、今後もお客さまの悩みや課題により多く応えられるよう、
さらに行動力を増して取り組んでまいります。

理事長からのごあいさつ

○本誌に掲載している計数は、発表日現在において入手可能な情報に基づいております。また、会計監査人の監査は受けておりません。　○本誌では、原則として単位未満 （構成比等の比率については表示した数値未満）を切り捨てのうえ表示しています。従って項目ごとを合計した場合、合計を表示している欄等との数値が一致しない場合があります。

預金積金残高の比較 貸出金残高の比較

業務純益は52億円、当期純利益は36億円となりました。
業務粗利益は、貸出金利息や預け金利息の減少などにより、前年同期比9億円減少の269億円となりました。
業務純益では、経費は前年同期より抑えられたものの、利益として計上される一般貸倒引当金の戻入が減少したことなどにより
前年同期比10億円減少の52億円となりました。
一方、経常利益は、費用として計上される個別貸倒引当金繰入額の減少などにより、前年同期比6億円増加の53億円となり、
当期純利益は前年同期比7億円増加の36億円となりました。

損益の状況

預金・貸出金について

不良債権について 損益について

有価証券について

※「一般貸倒引当金繰入額」の△表示は戻入です。

資金運用については、各種リスク管理を行ったうえで
国内の債券を中心に安定した運用を心がけています。

たましんの平成25年12月期の不良債権は723億円ですが、このうちの79.66％は担保・保証や貸倒引当金によって保全
されています。残りの20.33％にあたる147億円についても、自己資本により、100％カバーされています。

債権総額の比較と内訳

※1
※2
※3
※4

金融再生法開示債権は、貸出金のほか、外国為替、債務保証見返、仮払金、未収利息、当金庫が保証する私募債を対象にしています。
債権残高は、倒産・延滞や決算期の到来等の事象の発生の都度、実施された自己査定結果に基づいています。
自己査定で無価値または回収不能と判断された債権については部分直接償却予定額として、平成25年12月期の「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」から、28億円を控除しています。
要管理債権の残高はありません。

有価証券の種類別残高内訳 有価証券の評価差額の推移
（平成25年12月末現在）

理事長
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有価証券の種類別残高は、期末日における取得原価等であり、貸借対照表計上額と異なります。
有価証券の評価差額は、期末日における取得原価等と市場価格等の差額です。
上記の「その他」は、外国証券及び投資信託等です。
変動利付国債の時価については、合理的に算定された価額をもって評価しています。
これにより市場価格をもって評価した場合に比べ、有価証券の評価差額は平成25年3月末は6億円増加、平成25年12月末は0.3億円減少しています。

日頃より＜たましん＞をご愛顧いただき、誠にありがとうございます。昨年12月には創立
80周年を迎え、皆さまの永年にわたるご支援に深く感謝申し上げます。さて、平成25年度
第3四半期までの私たちの取り組みと結果をご報告いたします。経済環境は、政府主導の
金融・財政・経済政策、いわゆるアベノミクスにより、大きく変化しています。そのような変化を
的確に捉え、事業者の皆さまが安心して事業を営み、個人の皆さまが安心して生活できる、
「ふるさと多摩」を創るため活動してまいります。引き続きご愛顧のほどお願い申し上げます。
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